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貴
志
川
赤
十
字
奉
仕
団(

大

原
貴
美
委
員
長)

は
、
紀
の

川
市
貴
志
川
町
の
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
研
修
会
を
開
い

た
。
　
研
修
会
は
、
団
員
の
意
思

統
一
な
ど
を
目
的
と
し
、
年

に
２
回
実
施
。
今
回
が
今
年

２
回
目
の
研
修
会
で
、
団
員

約
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

会
で
は
、
社
会
医
療
法
人
三

車
会
貴
志
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
の
理
学
療
法
士・

村
上
智
子
さ
ん
が
講
演
し
た
。

　
村
上
さ
ん
は
、
健
や
か
に

年
齢
を
重
ね
て
い
く
た
め
に
、

女
性
の
健
康
と
理
学
療
法
士

の
関
わ
り
を
説
明
。
健
康
と

は
、
肉
体
や
精
神
、
社
会
的

に
全
て
が
満
た
さ
れ
た
状
態

に
あ
る
と
し
つ
つ
、
月
経
や

妊
娠
と
い
っ
た
生
物
学
的
側

面
と
恋
愛
や
結
婚
な
ど
の
心

理
社
会
的
側
面
の
２
つ
の
側

面
も
紹
介
。
こ
れ
ら
を
合
わ

せ
て
「
女
性
の
健
康
」
で
あ

る
と
話
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
で
女
性
の
健

康
の
分
野
を
担
っ
て
い
る
職

種
と
し
て
医
師
や
助
産
師
の

存
在
を
挙
げ
、「
身
体
機
能
の

プ
ロ
ッ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と

さ
れ
て
い
る
理
学
療
法
士
も

今
後
、
こ
の
分
野
で
重
要
と

さ
れ
て
い
る
」と
力
説
し
た
。

和
歌
山
新
報
掲
載
記
事
よ
り
抜
粋

貴
志
川
赤
十
字
奉
仕
団
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大
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委
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主
催
の
研
修
会
に
当
院
理
学
療
法
士
が
参
加
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主
催
の
研
修
会
に
当
院
理
学
療
法
士
が
参
加

医師紹介医師紹介

－より良い
       　膝関節治療を目指して－
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理学療法士
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理
事
長
・
病
院
長

　

殿
尾 

守
弘

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
現
在
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
、

政
府
は
増
え
る
社
会
医
療
費
の
削
減
、

適
正
化
に
向
け
て
病
院
の
病
床
数
の
削

減
と
病
床
機
能
分
化
及
び
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
流
れ
の
中
で
、
当
院
で
は
、
県

下
最
大
級
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施

設
を
整
え
、
ま
た
在
宅
医
療
・
介
護
中

心
の
「
赤
ひ
げ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
併
設

致
し
ま
し
た
。
よ
り
一
層
、
地
域
住
民

の
方
々
に
認
め
て
頂
け
る
医
療
・
介
護

運
営
シ
ス
テ
ム
を
現
実
化
す
る
こ
と
が

早
急
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
間
が
ぬ
け
た
「
猿

知
恵
」
を
捨
て
て
、
人
の
「
猿
真
似
」

を
せ
ず
、
素
直
に
「
猿
の
木
の
ぼ
り
」

の
教
え
を
受
け
、
万
が
一
に
も
「
猿
も

木
か
ら
落
ち
る
」
こ
と
な
く
、
こ
の

一
年
を
頑
張
ろ
う
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
医
療
機
関

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
益
々
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶
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◎ 紀の川市役所
　　桃山分庁舎

＊月曜日の午後の殿尾院長の診察は、スポーツ整形・小児整形のみの診察になります。
☆土曜日の整形外科・脳神経外科は、交代制になります。
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リハビリテーションリハビリテーション

公共交通機関でお越しになられる方
　JR和歌山線船戸駅よりタクシーで 5分 ( 徒歩約 20 分 )
　紀の川コミュニティバス「丸栖北」下車すぐ
紀の川市地域巡回バス「巡回丸栖北」下車すぐ

お知らせお知らせ

貴志川リハビリテーション病院　外来診察担当医表

午前診療
9時～
受付時間
6時～ 12時

午後  予約診療
13時～ 16時
午後診療
17時～

受付時間
15時～ 19時

整形外科

脳神経外科

内科
リハビリテーション科

整形外科
予約診察

一般整形外科
スポーツ整形
小児整形

脳神経外科

リハビリテーション科

内科

　殿尾
（装具診）

　　  西林
10時～ 11 時 30 分

殿尾＊

豊田

近藤

休診

‐

‐
‐

‐
‐
‐

‐

‐
‐ 終

日
手
術
日

戸堂

兵谷

荒川
‐

‐

荒川

‐

‐

‐

尾川

中谷

臨
時
手
術
日

　殿尾
（装具診）

田畑

殿尾 /生田

中村

休診

 担当医☆
（交代制）
 担当医☆
（交代制）

‐
‐

‐

‐

  　近藤
（膝専門外来）

‐

‐
担当医

‐
‐

‐

診察時間 診療項目 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

血管外科 関井‐

‐

‐‐‐
  　近藤
（膝専門外来）

　当院は、2013 年 3 月に
災害支援病院の認定を受け
ました。衛星電話・無線機
による非常時の連絡体制を
構築し、地域において保健
所をはじめ、岩出市・紀の
川市・那賀消防等自治体関
係者・医師会・各医療機関
の関係者で那賀地域災害医
療対策会議に参加し、当院
副院長が災害コーディネー
ターに指名され、公立那賀
病院 ( 災害拠点病院 ) と共
に、災害医療の一端を担う
ことになりました。
また、和歌山県においても
2015 年 12 月に日本赤十字
社和歌山医療センターにて、
和歌山県災害医療従事者研
修に約40もの医療機関等が
集まり、広域災害医療の机
上訓練並びに協議を行いま

した。
　昨年 8月、水没の危険性
があった高圧電源装置の移
転や救急部門の非常電源の
確保を行う為、病院南側に
増築棟を建設し、屋上に設
置致しました。
　これからも、災害時にお
いても患者様が安心して医
療を受ける体制に向けて邁
進してまいります。
　現在、院内においても災
害対策会議に関井医師をは
じめ、看護部 2名、診療技
術部1名、リハビリテーショ
ン部1名、事務部2名がチー
ムとなり『患者様の安心・
地域住民への貢献を』を軸
に日々切磋琢磨しています。
　患者様の為に、地域の為
にある病院をこれからも目
指してまいります。

災害医療対策における院内の取り組みについて

2 月からの
診察時間等の変更案内
2月からの
診察時間等の変更案内

  受付時間等を変更させて
いただきます。詳しくは、
病院までお問い合わせ下さい。

  受付時間等を変更させて
いただきます。詳しくは、
病院までお問い合わせ下さい。

★リハビリテーションをご希望の方は、整形外科・リハビリテーション科を受診して下さい。
　医師が必要と判断した場合に行うことになります。

午前
9時～ 12 時
 午後
17 時 30 分～ 19 時

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

○
○

○ ○ ○ ○
○‐‐‐
‐
‐

診察時間


